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特　集大学運営

　

学
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

た
め
、平
成
26
年
６
月
、学
校
教

育
法
と
国
立
大
学
法
人
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。法

人
化
か
ら
10
年
、大
学
改
革
を

推
進
し
、国
際
的
に
通
用
す
る

人
材
育
成
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
技
術
革
新
）創
出
、地
域
活
性

化
な
ど
、目
に
見
え
る
成
果
を

出
し
て
い
く
こ
と
が
国
立
大
学

に
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

秋
田
大
学
は
平
成
27
年
４
月
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る
仕

組
み
づ
く
り
、さ
ら
に
学
長
の

迅
速
な
意
思
決
定
と
開
か
れ
た

大
学
運
営
を
目
的
に
、外
部
委

員
を
交
え
て
学
科
編
成
や
教
員

の
人
事
な
ど
の
方
針
を
審
議
す

る
新
た
な
組
織「
連
携
運
営
パ

ネ
ル
」を
全
学
部
に
導
入
し
ま

し
た
。

　

連
携
運
営
パ
ネ
ル
は
、２
つ

の
カ
ウ
ン
シ
ル（
協
議
会
）で
構

成
さ
れ
、「
教
育
研
究
カ
ウ
ン
シ

ル
」で
は
教
育
課
程
の
編
成
、教

員
の
採
用
な
ど
教
育
研
究
に
関

す
る
重
要
な
事
項
を
検
討
し
、

「
学
部
運
営
カ
ウ
ン
シ
ル
」で
は

組
織
の
設
置
・
廃
止
や
予
算
な

ど
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項

を
審
議
し
ま
す
。

　

各
カ
ウ
ン
シ
ル
は
10
人
前

後
で
、企
業
に
在
籍
す
る
実
務

家
や
他
大
学
・
機
関
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
研
究
者
な
ど
学
外
者

と
、学
部
長
な
ど
学
内
者
が
約

半
数
ず
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、学
長
は
学
部
長
を
指

名
・
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
、学

部
長
が
任
命
す
る
カ
ウ
ン
シ
ル

委
員
は
学
長
の
意
見
を
聴
取
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、学
部

運
営
に
お
い
て
学
長
・
学
部
長

の
意
向
を
反
映
し
や
す
く
な
り
、

権
限
・
執
行
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
学
生
の
入
学
や

単
位
認
定
、教
員
の
採
用
や
学

科
の
編
成
な
ど
学
部
運
営
の
ほ

ぼ
全
て
を「
教
授
会
」で
審
議
し

て
い
ま
し
た
。学
部
内
の
教
員

の
み
に
よ
る
決
定
構
造
で
、意

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、こ
れ

ま
で
学
部
運
営
に
時
間
を
割
か

れ
て
い
た
多
く
の
教
員
が
自
己

の
教
育
・
研
究
に
専
念
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
に
開
設
し
た

国
際
資
源
学
部
で
は
先
行
し
て

連
携
運
営
パ
ネ
ル
を
導
入
し
て

思
決
定
の
過
程
が
不
透
明
で

あ
っ
た
こ
と
、学
部
を
構
成
し

て
い
る
教
員
の
大
半
が
全
て
の

審
議
に
加
わ
っ
て
い
た
た
め
、

集
中
的
か
つ
迅
速
な
運
営
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
教

員
の
教
育
・
研
究
に
か
け
る
時

間
を
圧
迫
す
る
な
ど
、多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。今
後
教

授
会
は
、学
位
授
与
や
試
験
な

ど
学
生
個
人
に
関
す
る
教
学
面

と
、連
携
運
営
パ
ネ
ル
か
ら
付

託
さ
れ
た
専
門
的
事
項
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
、連
携
運
営
パ

ネ
ル
と
の
役
割
を
分
担
し
て
い

ま
す
。

　

カ
ウ
ン
シ
ル
設
置
で
期
待
さ

れ
る
効
果
と
し
て
、教
授
会
が

多
数
の
学
内
者
で
構
成
さ
れ
て

い
た
以
前
と
比
べ
て
意
思
決
定

が
迅
速
に
な
り
、学
長
の
裁
量

で
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

外
部
委
員
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
社
会
の
声
を
反
映
し

た
学
部
運
営
が
可
能
と
な
り
、

さ
ら
に
は
社
会
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど

お
り
、学
部
運
営
の
方
向
性
を

決
定
す
る
な
ど
の
成
果
を
挙
げ

て
き
ま
し
た
。こ
の
実
例
を
も

と
に
大
学
を
あ
げ
て
改
革
を

推
進
し
て
い
き
、「
い
ぶ
し
銀
」

の
よ
う
に
堅
実
な
実
力
や
魅
力

が
あ
る
と
い
う
評
価
を
獲
得
し
、

地
方
の
名
門
と
言
わ
れ
る
大
学

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ガバナンス体制

学　　長

【 学 内 の 委 員 会 】

【連携運営パネル】
（構成員／学外の専門家・研究者+学部代表教員）

【教授会】 【教育研究カウンシル】
●教育研究に関する重要なこと
●教育課程の編成
●教育の採用及び昇任等
●教育研究に関する規定等

審
議
事
項

【学部運営カウンシル】
●運営に関する重要なこと
●重要な組織の設置・廃止
●予算
●運営に関する規程等

審
議
事
項

●学生個人に関する
 教学面
●連携運営パネルから
 付託されたこと

審
議
事
項

付託 提案

学部長

外
部
委
員
を
交
え
た「
連
携
運
営
パ
ネ
ル
」で

学
部
運
営
を
審
議

「
い
ぶ
し
銀
」の
魅
力
を
目
指
し
、大
学
改
革
を
推
進

　

国
際
資
源
学
部
の
開
設
に
伴
う
新
体
制
、そ
し
て
澤
田
賢
一
学
長
就
任
か
ら
２
年
目
を

迎
え
た
秋
田
大
学
。平
成
27
年
度
、国
際
資
源
学
部
・
教
育
文
化
学
部
・
医
学
部
・
理
工
学

部
の
多
様
性
あ
る
４
学
部
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
、さ
ら
に
社
会
の
声
に
応
え
る
べ

く
、学
部
・
研
究
科
の
運
営
に
お
い
て
大
学
を
あ
げ
て
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
学
運
営

特集
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平
成
26
年
11
月
25
日
、「
学

校
教
育
法
及
び
国
立
大
学
法
人

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

及
び「
学
校
教
育
法
施
行
規
則

及
び
国
立
大
学
法
人
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」

の
概
要
や
今
後
の
大
学
運
営
に

つ
い
て
、教
職
員
に
周
知
す
る

た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。手
形

キ
ャ
ン
パ
ス
を
本
会
場
、本
道

キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
継
会
場
と
し

て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

通
じ
て
、両
会
場
の
映
像
・
音
声

を
双
方
向
通
信
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
4
月
に
就
任
し
た

澤
田
学
長
が
よ
り
多
く
の
教
員

の
声
を
直
に
聞
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
懇
談
会
を
企
画
。毎

回
3
～
4
名
の
教
員
が
参
加
し
、

平
成
26
年
度
は
18
回
開
催
し
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
3
月
19
日
に
行
わ

れ
た
回
で
は
、国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
に
所
属
す
る
教
員
3
名
が

参
加
。澤
田
学
長
が
懇
談
会
の

開
催
に
至
る
経
緯
な
ど
を
話
し

た
後
、参
加
教
員
が
自
身
の
専

門
分
野
や
教
育
研
究
活
動
な
ど

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
ま

し
た
。終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、談
笑
す
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、平
成
27
年
度
も

定
期
的
に
開
催
し
、学
長
と
多

数
の
教
員
が
交
流
す
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

は
じ
め
に
、小
川
信
明
理
事

（
総
務
担
当
）・
総
括
副
学
長
が

学
校
教
育
法
等
の
改
正
の
概
要

を
説
明
。続
い
て
、澤
田
賢
一
学

長
が
今
後
の
大
学
運
営
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

特　集 大学運営

　
「
秋
田
大
学
」を
支
え
て
い

る
の
は
、四
本
の
太
い
柱
で
す
。

国
際
資
源
学
部
。こ
こ
を
核

と
し
て
、世
界
と
の
協
力
・
連

携
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。理

工
学
部
と
医
学
部
は
そ
れ
ぞ

れ
の
使
命
を
果
た
す
と
共
に
、

「
医
理
工
」の
も
の
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
の
活
性
化
や
雇

用
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。教

育
文
化
学
部
は
最
も
大
切
な
、

「
人
」と
い
う「
資
源
」を
育
ん

で
い
き
ま
す
。

　

秋
田
大
学
は
地
方
の
基
幹

的
国
立
大
学
と
し
て
、そ
の
使

命
で
あ
る
教
育
と
研
究
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、知
の
創
生

を
通
じ
て
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
。本
学
が
位

置
す
る
秋
田
は
、全
国
に
類
を

見
な
い
少
子
高
齢
化
に
直
面

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、自
然

環
境
、資
源
問
題
、紛
争
、我
が

国
の
国
際
競
争
力
の
低
下
。対

峙
す
る
課
題
す
べ
て
に
、全
地

球
的
な
視
野
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。秋
田
大
学
は
こ
の
よ

う
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
い
、地
に
足
を
つ
け
て
行
動

し
て
い
く
卒
業
生
を
社
会
に

送
り
出
し
て
い
き
ま
す
。私

た
ち
が
目
指
す
の
は「
い
ぶ
し

銀
」の
魅
力
。輩
出
す
る
卒
業

生
の
姿
か
ら
、地
方
の
名
門
と

評
価
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

激
動
す
る
明
日
に
向
け
て
、

社
会
を
支
え
る
し
た
た
か
さ

と
柔
軟
さ
を
持
っ
た
個
性
的

な
人
材
を
輩
出
し
、秋
田
と
日

本
の
明
る
い
未
来
を
創
出
す

る
。学
長
の
務
め
は
こ
こ
に
あ

り
、多
く
の
仲
間
と
共
有
す
る

夢
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
11
月

秋
田
大
学
学
長
　
澤
田  

賢
一

澤田ビジョン 2014
～世界・地域を視野に入れた独創的な挑戦～
秋田大学の「使命」には、ここに集う人の数だけ、
夢の広がりと可能性を秘めています

今
後
の
大
学
運
営
に
関
す
る
説
明
会

学
長
と
教
員
と
の
懇
談
会

世界・地域を視野に入れた独創的な挑戦

■世界・地域を見据えたリーダーを育む「教育」
学生が豊かな教養と高い人間性を備えるため、多様で調和のとれた教育プ
ログラムを展開します。

1. 学習者参加による学習者中心の環境づくりを推進します。
2. 教育の質の向上・確保に向けた取組を着実に実施します。
3. 人間力と問題解決力を養う教育の充実を図ります。
4. 総合力と専門知識を備えた高度専門人材を育成します。
5. 入学者受入方針に基づいた学生の獲得と社会人の学び直しを支援する
体制を強化します。

■世界・地域を視野に未来を創造する「研究」
基礎と応用、文系と理系など多彩な研究の発展と統合による先進的研究を
推進するとともに地域の課題解決に活用します。

1. 医療産業の活性化と人材の育成に向けた医理工連携を推進します。
2. 地域の特性を活かした研究の推進とイノベーションの創出を目指します。
3. 研究活動の支援体制を強化し効果的な研究費の獲得を推進します。
4. 特色を活かした先端的な研究を推進し新たな価値の創造に挑戦します。

■地域と共生し豊かな社会を創る「社会連携」
優れた人材の育成、教育研究成果の普及と高度先端医療の推進を通じて社
会の期待に応える活動を発展させていきます。

1. 地域共同体の中核的存在として地（知）の拠点整備事業を推進します。
2. 地域における「知の拠点」として豊かな社会づくりの構築を推進します。
3. 地域と共に発展し共に歩むための交流・連携活動を推進します。
4. 教育研究成果を社会へ還元するとともに地域医療の中核的役割を担い
ます。

■地域に根ざし世界を目指す「国際化」
国際的水準の教育研究を遂行し世界で活躍する人材を育成するとともに
地域から世界へと幅広い連携を進めます。

1. 国際社会で力強く活躍できるグローバル人材を育成します。
2. 教育の国際通用性を確保し双方向の留学生交流を推進します。
3. 国際的な研究水準の向上と研究環境の国際化を推進します。
4. 地域における多様な国際交流活動との連携を深め、地域の国際化に貢献
します。

■教育研究の基盤を支える「大学経営」
学生及び教職員一人ひとりの活力を相乗的に高めた組織文化を浸透し透
明性を確保した健全で効率的な大学経営を目指します。

1. 教育研究機能を最大限に発揮するための実効性ある運営体制を構築し
ます。

2. 教職員の活力・組織力を高め戦略的な大学経営に活かします。
3. データに基づいた効率的かつ効果的な大学経営を目指します。
4. 法令遵守を徹底し信頼性の高い健全で適正な大学経営を行います。
5. 環境と共生し安心・安全で開かれたキャンパスの実現を目指します。
6. 学生及び教職員が健康で快適に過ごせる環境の充実を図ります。

澤田ビジョン2014　

世界・地域を見据えたリーダーを育む「教　育」

地域と共生し豊かな社会を創る「社会連携」

世界・地域を視野に未来を創造する「研　究」

地域に根ざし世界を目指す「国際化」教育研究の基盤を支える「大学経営」
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ニュース&トピックス

12
月

D
ece

m
b

e
r

1
日
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯〈
1
月
末
ま
で
〉

　
街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

夜
の
学
園
街
を
生
き
生
き
と

し
た
魅
力
的
な
場
に
変
え
よ

う
と
、秋
田
大
学
構
内
の
正
門

近
く
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

し
、学
生
だ
け
で
は
な
く
地
域

の
方
々
に
も
親
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
日
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
の

駐
日
大
使
が
表
敬
訪
問

　

ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
ジ
ェ
イ

コ
ブ
・
デ
ィ
ッ
キ
ー
・
ン
カ
テ

駐
日
大
使
ら
4
名
が
秋
田
大

学
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。秋
田

大
学
は
ボ
ツ
ワ
ナ
の
2
大
学

と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、資

源
開
発
分
野
で
の
連
携
や
交

換
留
学
を
中
心
と
し
た
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

18
日
秋
田
大
学
混
声
合
唱
団

A.Choir

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
装
飾
さ
れ
た
秋
田
大
学
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
、「Ave M

aria

」「
あ
ら
の

の
は
て
に
」「Joy

To
The 

W
orld

」な
ど
、こ
の
時
期
に
相

応
し
い
曲
を
、学
生
の
爽
や
か

な
歌
声
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

※【
秋
田
大
学
混
声
合
唱
団

A.Choir（
エ
ー
ス
・
ク
ワ
ィ

ア
）】→
P9「
僕
ら
の
課
外
活

動
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

19
日
平
成
26
年
度
秋
田
大
学

評
価
セ
ン
タ
ー
Ｆ
Ｄ・Ｓ

Ｄ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
「
内
部
質
保
証
力
を
高
め

る
～
多
角
的
な
視
点
か
ら
問

題
と
解
決
策
を
考
え
る
～
」を

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
企
画
で
は
、教
職
協

働
の
グ
ル
ー
プ
を
3
つ
構
成

し
、現
在
の
秋
田
大
学
に
お
け

る
教
育
の
問
題
点
と
改
善
策

を
、グ
ル
ー
プ
間
対
話
に
よ
る

合
意
形
成
活
動
を
通
じ
て
考

え
ま
し
た
。

26
日
平
成
26
年
度
大
学
生・高

校
生
教
職
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム「
教
育
ミ
二
ミ
ニ
実

習
」〈
1
月
8
日
ま
で
〉

　
横
手
分
校
が
、秋
田
大
学
の

学
生
・
秋
田
県
南
地
区
の
高
校

生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
将
来
教

職
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生

と
高
校
生
が
、中
学
生
と
交
流

す
る
こ
と
で
自
己
の
適
性
を
知

り
、将
来
の
夢
を
実
現
す
る
一

歩
と
な
る
事
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。5
日
間
の
活
動
で
は
机

間
指
導
や
実
習
授
業
を
行
い
、

学
生
た
ち
が
教
師
の
仕
事
の
一

端
に
触
れ
ま
し
た
。

1
月

Ja
nua

ry

1
日
正
月
用
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
模
様
替
え

〈
13
日
ま
で
〉

　
大
学
は
年
末
年
始
の
休
み

中
で
し
た
が
、新
た
に
賀
正
や

謹
賀
新
年
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
を
飾
り
、正
月
気
分
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

14
日
「
２ｎ
ｄ
秋
田
大
学

医
理
工
連
携
”夢
を

語
る
会

“」

　
こ
の
会
は
医
学・保
健
学・工

学
等
の
、分
野
の
異
な
る
研
究

者
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
、

職
員
等
が
一同
に
集
ま
り
、
医

療
・
福
祉
関
係
者
が
使
用
す
る

も
の
・
こ
と（
器
具
・
機
器
・
設

備
・
用
途
な
ど
）に
つ
い
て
自
由

に
”夢

“を
語
り
合
い
、そ
の
夢

を
現
実
に
変
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
澤
田
賢
一
学
長
が

挨
拶
し
た
後
、
大
学
院
医
学

系
研
究
科
医
療
情
報
学
講
座

の
近
藤
克
幸
教
授
が「RFID

の
医
療
現
場
に
お
け
る
実
用

化
か
ら
点
滴
監
視
セ
ン
サ
ー

の
商
品
化
に
至
る
道
程
」と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。
デ
ー

タ
キ
ャ
リ
ア
に
接
触
せ
ず
電

波
で
認
識
す
る
個
体
認
識
技

術（RFID

）に
着
目
し
た
き
っ

か
け
か
ら
医
療
現
場
で
の
実

用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
。
さ
ら
に
点
滴
監

視
セ
ン
サ
ー
の
商
品
化
ま
で

の
過
程
に
つ
い
て
も
話
し
ま

し
た
。

17
日
秋
田
市
の
三
吉
梵
天

祭
り
で
理
工
学
部
が

梵
天
を
奉
納

　
秋
田
市
広
面
の
太
平
山
三

吉
神
社（
以
下
、三
吉
神
社
）で

行
わ
れ
た
一
年
の
無
病
息
災

や
商
売
繁
盛
を
願
う「
三
吉
梵

天（
ぼ
ん
で
ん
）祭
り
」に
理
工

学
部
が
参
加
し
、梵
天
を
奉
納

し
ま
し
た
。

　
祭
り
の
象
徴
で
あ
る
梵
天

は
長
さ
約
3
ｍ
、上
部
に
団
体

名
が
記
さ
れ
、赤
や
白
な
ど
色

と
り
ど
り
の
布
や
色
紙
、縄
の

飾
り
が
目
を
引
き
ま
す
。今
年

は
地
元
町
内
会
や
企
業
、小
学

校
な
ど
計
80
本
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。理
工
学
部
の
職
員
等

13
名
は
鉱
業
博
物
館
に
集
ま

り
拝
礼
を
行
っ
た
後
、三
吉
神

社
へ
道
祓
い
を
し
な
が
ら
進

み
、神
社
へ
到
着
。無
病
息
災

等
を
祈
り
本
殿
に
梵
天
を
奉

納
し
ま
し
た
。

19
日
ミ
ニ・生
命（
い
の
ち
）の

メ
ッ
セ
ー
ジ
展 

in 

秋
田
大
学〈
23
日
ま
で
〉

　
被
害
者
等
支
援
の
広
報
啓

発
活
動「
ミ
ニ
・
生
命（
い
の

ち
）の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展 

in 

秋

田
大
学
」を
秋
田
大
学
中
央
図

書
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
主
催
は
秋
田
県
警
察
、公
益

社
団
法
人
秋
田
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
。学
生
等
に
対
し
て

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
の

広
報
・
啓
発
を
目
的
に
開
催
。

犯
罪
や
事
故
な
ど
で
理
不
尽

に
生
命
を
う
ば
わ
れ
た
犠
牲

者
一
人
ひ
と
り
の
等
身
大
の

人
形
パ
ネ
ル
や
ご
本
人
の
写

真
、
ご
家
族
の
言
葉
を
展
示
。

足
元
に
は「
生
き
た
証
」で
あ

る
靴
を
置
い
て
、命
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。同
時
に
、平

成
13
年
に
交
通
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た
秋
田

大
学
生 

三
浦
芳
代
子（
か
よ

こ
）さ
ん
の
ご
両
親
か
ら
御
寄

贈
い
た
だ
い
た
本
を
陳
列
し

て
い
る
コ
ー
ナ
ー
「
三
浦
文

庫
」の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

※【
秋
田
大
学 

中
央
図
書
館

「
三
浦
文
庫
」】寄
贈
い
た
だ

い
た
心
理
学
・
犯
罪
被
害
者

支
援
関
係
の
図
書
や
雑
誌
約

３
０
０
冊
を
、2
階
閲
覧
室
に

設
置
。平
成
26
年
4
月
に
は
三

浦
文
庫
の
特
別
展
示
を
秋
田

大
学
の
中
央
図
書
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

28
日
「
ほ
っ
こ
り CANDLE

☆NIGHT 

～
雪
見
甘

酒
＆
お
雑
煮
～
」

　
学
生
と
職
員
が
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
を
約
３
０
０
個
製
作
し
、

キ
ャン
ド
ル
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
灯
り
で
幻
想
的
な
空
間
を

演
出
し
ま
し
た
。ア
イ
ス
キ
ャン

ド
ル
と
は
、氷
の
容
器
に
ロ
ウ

ソ
ク
を
入
れ
た
も
の
で
、氷
に

色
水
や
モ
ー
ル
等
で
装
飾
を
施

し
、目
で
見
て
楽
し
め
る
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
た
。当
日
は
秋

田
の
冬
を
温
か
く
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、来
場
し
た
方
へ
甘

酒
と
お
雑
煮
の
お
も
て
な
し
も

行
い
、学
生
や
教
職
員
の
ほ
か

地
域
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

2
月

Fe
b

rua
ry

9
日
大
学
O
B
で
冒
険
家
、

阿
部
雅
龍
さ
ん
の

壮
行
会

　
秋
田
大
学
卒
業
生
”夢
を
追

う
男

“阿
部
雅
龍
氏「
北
極
圏

単
独
徒
歩
１
０
０
０
㎞
」壮
行

会
を
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

阿
部
雅
龍
氏
は
本
学
の
卒
業

生
で
、現
在
、冒
険
家
と
し
て
、
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平
成
29
年
の
南
極
大
陸
単
独

徒
歩
１
5
０
０
㎞
を
目
標
に

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
北
極
圏
１
０
０
０
㎞
の
単

独
徒
行
は
、
平
成
26
年
に
単

独
踏
破
し
た
カ
ナ
ダ
北
極
圏

5
０
０
㎞ 

に
続
く
第
２
弾
の

取
り
組
み
で
す
。

　

壮
行
会
で
は
、
阿
部
氏
か

ら
内
容
の
説
明
や
意
気
込

み
、
抱
負
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。

14
日
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト「
成
田
為
三
と
山
田

耕
筰
の
歌
曲
」

　

声
楽
を
専
門
と
す
る
教
育

文
化
学
部
の
爲
我
井
壽一准
教

授
が
講
師
を
務
め
、
60
周
年

記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
秋
田
県
師
範
学
校（
秋
田

大
学
教
育
文
化
学
部
の
前
身
）

の
卒
業
生
で
あ
る
成
田
為
三

や
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
・

山
田
耕
筰
の
歌
曲
を
演
奏
し

な
が
ら
、
歌
曲
に
込
め
ら
れ
た

思
い
や
意
図
な
ど
を
解
説
。
ま

た
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
合
わ

せ
て
、成
田
為
三
に
関
す
る
資

料
を
常
設
展
示
し
て
い
る
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

特
別
開
館
し
ま
し
た
。

19
日
第
1
回「
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
に
つ
い
て

考
え
る
会
」

　
学
生
が
様
々
な
価
値
観
を
持

つ
人
と
意
見
を
交
換
し
、将
来

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、教
育
文
化
学
部
3
年
次
の

澤
口
駿
亮
さ
ん
が
発
起
人
と
な

り
、賛
同
し
た
学
生
ら
12
名
と

澤
田
賢一学
長
を
は
じ
め
教
職

員
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
澤
田
学
長
か
ら「
学
生
の
皆

さ
ん
の
意
欲
や
好
奇
心
を
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
澤
口
さ
ん
が
同
会
を

立
ち
上
げ
た
経
緯
や
趣
旨
な

ど
を
説
明
。
そ
の
後
、
参
加
者

が
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

20
日
第
1
回「
大
学
運
営

セ
ミ
ナ
ー
」

　

国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
を
踏

ま
え
て
機
能
強
化
に
取
り
組

み
、高
い
付
加
価
値
を
生
み
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、外
部
有
識
者
の
講
演
を
通

じ
て
最
新
情
報
や
動
向
を
捉

え
、大
学
運
営
に
生
か
す
こ
と

を
目
的
に
開
催
。約
１
６
０
名

の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
東
京
国
立
博
物
館

館
長
の
銭
谷
眞
美
氏（
元
文
部

科
学
省
事
務
次
官
、本
学
経
営

協
議
会
委
員
）を
招
き
、「
地
域

に
お
け
る
国
立
大
学
の
役
割
～

秋
田
を
、日
本
を
、世
界
を
動

か
す
人
間
を
育
て
る
～
」と
題

し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。銭
谷

氏
は
、大
学
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
や
、近
年
の
大
学
改
革
の

流
れ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
大

学
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能

を
強
化
す
る
こ
と
、グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人

材
、地
方
創
生
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。講
演
終
了

後
、質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、澤

田
賢一学
長
を
は
じ
め
多
く
の

教
職
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

24
日
附
属
小
学
校
で

学
長
講
話

　
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
教

育
文
化
学
部
附
属
小
学
校
の

6
年
生
を
対
象
に
、澤
田
学
長

の
講
話
を
聞
く
こ
と
で
、児
童

た
ち
に
よ
り
高
い
志
、進
学
へ

の
希
望
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、林
信
太
郎
校
長
が

挨
拶
。続
い
て
、澤
田
学
長
が

「
医
学
の
道
の
り
」と
題
し
て

講
演
し
、医
学
の
道
を
目
指
し

た
き
っ
か
け
や
医
師
・
研
究
者

と
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
。澤
田
学
長
は
名
医

の
条
件
と
し
て
、「
手
術
の
腕
」

「
診
た
て
の
腕
」「
人
に
や
さ
し

く
で
き
る
こ
と
」を
挙
げ
、
附

属
小
学
校
の
校
歌
が
象
徴
し

て
い
る「
や
さ
し
さ
」を
、
卒

業
し
て
か
ら
も
持
ち
続
け
て

ほ
し
い
と
児
童
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。質
疑

応
答
で
は
、
児
童
か
ら「
血
液

型
に
よ
っ
て
性
格
や
病
気
の

な
り
や
す
さ
に
違
い
は
あ
る

の
か
」、「
澤
田
学
長
の
夢
を
聞

か
せ
て
ほ
し
い
」な
ど
、
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
話
終
了
後
、澤
田
学
長
は

児
童
た
ち
と
一
緒
に
給
食
を

食
べ
ま
し
た
。澤
田
学
長
は
積

極
的
に
児
童
に
話
し
か
け
、和

や
か
な
雰
囲
気
の
会
食
と
な

り
ま
し
た
。

3
月

M
a

rc
h

6
日
平
成
27
年
度

一般
入
試
前
期
日
程

合
格
発
表

　

手
形
キ
ャ
ン
パ
ス
で
合
格

発
表
が
行
わ
れ
、午
後
1
時
に

合
格
者
の
受
験
番
号
が
掲
示

板
に
貼
り
出
さ
れ
る
と
、
自

分
の
番
号
を
見
つ
け
た
受
験

生
か
ら
歓
喜
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。ま
た
、祝
福
に
駆
け

付
け
た
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部「
オ
ー
ガ
ー
ズ
」の

メ
ン
バ
ー
ら
が
万
歳
三
唱
し
、

合
格
者
を
胴
上
げ
す
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

13
日
秋
田
大
学
特
別
講
演

会「
理
系
を
目
指
す

君
た
ち
へ
」

　
潟
上
市
立
天
王
中
学
校
1
、

2
年
生
約
２
０
０
名
を
対
象

に
、理
系
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
あ
る
小
林
俊
一
前
理
化
学

研
究
所
理
事
長
・
前
秋
田
県

立
大
学
長
か
ら
理
科
や
科
学

の
楽
し
さ
、中
学
生
の
時
に

行
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
中
村
順
子
保
健

学
科
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、澤
田
学
長
と
小

林
先
生
と
の
対
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。小
林
先
生
か
ら
は
挫

折
を
経
て
、そ
こ
か
ら
這
い
上

が
っ
た
経
験
や
、自
分
の
好
き

な
も
の
に
対
す
る
追
求
が
全

て
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い

う
お
話
が
あ
り
、澤
田
学
長
か

ら
は
文
学
を
疑
似
体
験
す
る

よ
う
な
本
の
読
み
方
で
自
身

が
豊
か
に
な
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
小
林
先
生
は
、電
子

顕
微
鏡
に
夢
中
に
な
り
食
事

も
と
ら
な
か
っ
た
経
験
を
お
話

し
さ
れ
た
う
え
で
、好
き
な
こ

と
や
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
続
け

て
行
う
な
か
で
何
か
を
見
つ
け

ら
れ
る
た
め
、あ
ら
ゆ
る
こ
と

に
疑
問
を
持
っ
て
欲
し
い
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

17
日
客
員
教
授

若
松
節
朗
氏 

講
演
会

　

美
郷
町
合
併
10
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、秋
田
大

学
客
員
教
授
で
映
画
監
督
の

若
松
節
朗
氏
に
よ
る
講
演
会

「
ボ
ク
映
画
監
督
や
っ
て
ま

す
」～
映
画
に
は
生
き
る
ヒ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
！
～
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
美
郷
中
学
校
、六
郷
高
校
の

生
徒
教
職
員
を
は
じ
め
町
民

な
ど
約
３
６
０
名
の
聴
衆
を

前
に
、助
監
督
時
代
、裏
方
の

仕
事
ぶ
り
が
大
物
女
優
の
目

に
と
ま
り
褒
め
ら
れ
た
経
験

を
例
に
挙
げ
、「
褒
め
ら
れ
る

こ
と
で
自
信
が
つ
く
、褒
め
る

こ
と
は
大
事
。」と
述
べ
ま
し

た
。続
け
て「
映
画
や
ド
ラ
マ

に
は
必
ず
テ
ー
マ
が
あ
る
。こ

の
映
画（
ド
ラ
マ
）は
何
を
言

い
た
い
ん
だ
ろ
う
？
と
考
え

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
。」と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
自
身
の
根
底
に
は

秋
田
の
原
風
景
が
い
つ
も
あ

る
」「
自
分
の
住
む
町
を
愛
し

夢
を
持
っ
て
飛
び
立
っ
て
欲

し
い
。そ
し
て
何
ら
か
の
形
で

ふ
る
さ
と
に
戻
っ
て
来
て
ほ

し
い
」と
生
徒
達
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

28
日
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
の

打
上
実
験
に
成
功

　
秋
田
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
総
合
研
究
機
構「
秋
田
宇

宙
開
発
研
究
所
」は
、秋
田
県

能
代
市
の
落
合
浜
海
水
浴
場

跡
地
で
秋
田
県
産
観
測
ロ
ケ
ッ

ト
試
験
機
の
打
上
実
験
を
行

い
、成
功
し
ま
し
た
。秋
田
県

産
の
小
型
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
開

発
を
目
指
し
、音
速
へ
到
達
で

き
る
ロ
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
飛
翔

デ
ー
タ
取
得
及
び
打
上
回
収

シ
ス
テ
ム
の
技
術
実
証
が
目

的
で
す
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
で

全
長
約
2
・
4
ｍ
、直
径
約
10

㎝
、重
さ
17
㎏
で
、燃
料
に
は

秋
田
宇
宙
開
発
研
究
所
、株
式

会
社
型
善
、宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）の
3
機
関

が
開
発
し
た
低
融
点
熱
可
塑

性
樹
脂
緒
を
採
用
。ま
た
、機

体
材
料
で
あ
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
や
無

線
点
火
装
置
、モ
ー
タ
な
ど
は

秋
田
県
内
の
企
業
が
製
造
し

た
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。

【お知らせ】「第3回日本聞き書き学校in男鹿」
作品集を刊行
　この作品集はA5版193ページで、地域
創生センターCOC事務局が編集を担当。
男鹿市在住で「なまはげ大老」の畠山富勝
氏が語り手となり、参加者が聞き書きした
内容をはじめ、実際に8名の参加者が聞き書きしまとめた内容を記載して
います。また、2,000部を作製し、男鹿市内の児童・生徒、県内の図書館、
本学と連携協定にある自治体などに無料配布するほか、本学で実施して
いる「聞き書き養成講座」においてテキストとして活用する予定です。

第3回日本聞き書き学校in男鹿とは
　文部科学省採択「地（知）の拠点整備事業」
として、平成26年8月29日～31日の3日間、
男鹿市を会場に実施。全国から約100名が
参加し、「はじめての聞き書き学校」「聞き書
き実践講座」「聞き書きスキルアップ」などの
講座を開講したほか、本学の佐藤稔名誉教授による基調講演、作家で日
本聞き書き学校の柳田邦男校長による特別講演を行いました。
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政
治
学
は
、
社
会
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
人
々
が
調
整

と
決
定
を
行
う
、
政
治
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
学
問
で
す
。

私
は
そ
の
中
で
も
日
本
政
治

外
交
史
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

国
家
や
政
府
が
大
き
な
力
を
持

つ
現
代
で
は
、
政
治
の
決
定
が

人
々
に
及
ぼ
す
影
響
は
は
か
り

し
れ
ま
せ
ん
。一
方
、
現
代
の
国

家
は
人
々
の
支
持
な
く
し
て
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
国
家
の
発
展

と
衰
退
、
政
治
の
成
功
と
失
敗

の
歴
史
は
、
今
の
政
治
を
考
え

る
ヒ
ン
ト
を
私
た
ち
に
与
え
て

く
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
現
代
の
政
治
の

重
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
政

党
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
戦
前
の

日
本
で
も
、
政
党
は
組
織
を
つ

く
り
、
影
響
力
を
行
使
し
ま

し
た
。
秋
田
出
身
の
町
田
忠
治

は
、戦
前
戦
後
に
二
つ
の
政
党
の

総
裁
を
務
め
て
い
ま
す
。反
面
、

政
府
は
、
政
党
や
結
社
が
そ
の

組
織
力
を
も
っ
て
暴
走
す
る
こ

と
を
恐
れ
ま
し
た
。一九
二
五
年
、

革
命
を
目
指
す
結
社
を
取
り

締
ま
る
治
安
維
持
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
が（
つ
く
っ
た
の
は

政
党
内
閣
で
す
）、
取
り
締
ま

り
は
や
が
て
人
々
の
言
論
に
も

及
び
ま
し
た
。
結
社
の
暴
走
を

防
ぐ
こ
と
と
、
人
権
を
制
限
す

る
こ
と
の
間
に
ジ
レ
ンマ
が
生
ま

れ
、悲
劇
を
招
い
た
の
で
す
。

　

最
近
は
、
今
か
ら
百
年
前
に

東
京
帝
国
大
学（
現
・
東
京
大

学
）の
総
長
を
務
め
た
山
川
健

次
郎
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
秋
田
県
公
文
書
館
に
は
、

山
川
の
日
記（
写
本
）が
残
っ
て

い
ま
す
。
大
学
の
総
長
は
政
治

と
は
縁
遠
い
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
ま
だ

大
学
の
数
が
少
な
く
、
帝
国
大

学
は
エ
リ
ー
ト
の
養
成
と
最
先

端
の
学
問
研
究
を
使
命
と
し
て

い
ま
し
た
。
山
川
は
大
学
運
営

に
そ
の
手
腕
を
振
る
う
だ
け
で

な
く
、
教
育
政
策
を
め
ぐ
っ
て

政
府
と
協
議
し
、
昭
和
天
皇
の

教
育
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
山

川
の
日
記
は
、
帝
国
大
学
に
お

け
る
総
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、

戦
前
の
教
育
政
策
の
プ
ロ
セ
ス

を
知
る
う
え
で
恰
好
の
材
料
と

い
え
ま
す
。

　

歴
史
家
の
Ｅ・Ｈ・カ
ー
い
わ
く
、

歴
史
と
は
現
在
と
過
去
と
の
対

話
で
す
。
現
在
と
過
去
を
比
較

し
、
歴
史
を
裁
く
の
で
は
な
く

今
の
問
題
を
考
え
る
糧
と
す
る

―
―
歴
史
を
学
ぶ
意
義
を
踏

ま
え
、
教
育
や
研
究
を
通
し
て
、

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教員紹介

現
在
と
過
去
と
の
対
話

―
―
日
本
政
治
外
交
史

教
育
文
化
学
部 

地
域
文
化
学
科 

地
域
社
会
講
座　

講
師　

中
澤 

俊
輔

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
国
際

資
源
学
部
資
源
開
発
環
境
コ
ー

ス
の
木
崎
と
申
し
ま
す
。
岩（
Ｒ

ｏｃ
ｋ
）の
力
学
に
関
す
る
資
源

開
発
や
環
境
保
全
に
つい
て
、そ

の
内
容
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
地
殻
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

地
殻
と
い
う
の
は
地
球
の
表
面

の
岩
石
の
部
分
を
指
し
、
数
10

㎞
程
度
の
厚
さ
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
映
画
で
地
球
の
中

心
ま
で
掘
り
進
ん
で
冒
険
す

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
の
技
術
で
工
学
的
に
利
用

可
能
な
深
さ
は
数
㎞
ま
で
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
地
殻
を
資
源
開
発
や

環
境
保
全
の
た
め
に
利
用
す
る

場
合
、
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
テ
ー
マ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
１
つ
目
は
、
資

源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発

す
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ

ち
、鉱
物
・石
油
・天
然
ガ

ス・地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
地
下
資
源
を
採
取
す

る
こ
と
で
す
。
伝
統
的
な

資
源
開
発
の
流
れ
の
中

で
は
、地
質
調
査
や
物
理

探
査
を
通
じ
て
発
見
し

た
地
下
資
源
を
、
岩
盤

を
掘
削
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
採
鉱
す
る
部
分
に
あ

た
り
ま
す
。
２
つ
目
は
、

得
ら
れ
た
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
貯
蔵
す
る
こ
と

で
す
。
原
油
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
地
下

備
蓄
基
地
な
ど
が
こ
れ
に
当
た

り
ま
す
。
３
つ
目
は
、
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
際
に

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
や
放

射
性
廃
棄
物
を
地
下
空
間
を

利
用
し
て
保
管
･
処
分
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
地
殻
は
、

資
源
開
発
と
と
も
に
人
類
の
永

続
性
に
関
わ
る
地
球
規
模
の
環

境
問
題
の
解
決
に
対
し
て
重
要

な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　

私
達
の
研
究
室
で
は
、
地
殻

の
さ
ら
な
る
高
度
利
用
を
目

的
と
し
て
、
地
殻
を
構
成
し
て

い
る
岩
石
の
特
性
を
理
解
す
る

た
め
の
実
験
や
岩
盤
構
造
物
の

設
計
・
施
工・
管
理
に
関
わ
る
技

術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
岩
の
力
学
に
関

す
る
研
究
に
加
え
て
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェッ
ト
と
呼
ば
れ
る
水
噴

流
を
用
い
た
岩
盤
掘
削
法
の
開

発
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
温
泉
発
電
所
に
お
け
る

ス
ケ
ー
ル（
湯
の
華
）を
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェッ
ト
を
用
い
て
洗
浄
す

る
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
実
用
的
な
技
術
を

開
発
す
る
こ
と
で
、自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の一つ
で
も
あ
る
温
泉
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
に
も
貢
献
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

教員紹介

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
を
通
じ
た
資
源
開
発

と
環
境
保
全

国
際
資
源
学
部 

資
源
開
発
環
境
コ
ー
ス

准
教
授　

木
崎 

彰
久

岩石力学実験用の
大型材料試験機

山川健次郎日記（写本） 〈秋田県公文書館所蔵〉

ウォータージェット実験の様子

6



A p r i r e  2 0 1 5 . 0 4

教 員 紹 介

　

が
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
女
性
の
が
ん
で
最
も

頻
度
が
高
い
の
が
乳
が
ん
で
す
。

　

私
は
現
在
乳
腺
外
科
の
医

師
と
し
て
大
学
病
院
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
が
こ
の
秋
田
に
お

い
て
も
毎
年
多
く
の
女
性
が
乳

が
ん
に
罹
患
し
、
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
第
一の

使
命
は
乳
が
ん
で
悲
し
む
人
を

可
能
な
限
り
少
な
く
す
る
こ
と

で
す
。
乳
が
ん
と
一
言
で
言
っ
て

も
進
行
度
や
悪
性
度
な
ど
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
現
在
の
治
療
は

腫
瘍
の
大
き
さ
や
リ
ン
パ
節
転

移
、
遠
隔
転
移
な
ど
の
解
剖
学

的
特
徴
に
加
え
、
治
療
感
受
性

や
悪
性
度
な
ど
の
生
物
学
的

特
徴
を
踏
ま
え
た「
個
別
化
治

療
」が一般
的
で
あ
り
個
々
で
治

療
法
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
加
え
て
患
者
さ
ん
の
希
望

や
心
理
的
側
面
、
経
済
状
況
な

ど
も
反
映
さ
せ
て
ど
う
し
た
ら

そ
の
人
が
よ
り
良
い
道
を
進
め

る
か
を
常
に
考
え
て
診
療
に
当

た
って
い
ま
す
。

　

第
二
の
使
命
は
大
学
人
と
し

て
の
使
命
で
す
。
乳
腺
外
科
は

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
激
し
く
一
生

懸
命
勉
強
し
な
い
と
大
変
で
す
。

た
だ
学
生
さ
ん
に
は
学
問
的
な

知
識
を
教
え
る
の
み
で
は
な
く
、

少
し
で
も
乳
腺
外
科
の
楽
し
さ
、

や
り
が
い
、
必
要
性
を
わ
か
って

も
ら
う
べ
く
指
導
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
私
達
を
取
り
巻
く
医

療
環
境
は
決
し
て
良
好
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
地
域
医
療
に
貢

献
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
可
能
で
あ

れ
ば
軸
を
も
っ
て
研
究
に

取
り
組
む
こ
と
が
理
想
で

あ
り
今
後
の
課
題
で
す
。

　

第
三
の
使
命
は
社
会
貢

献
で
す
。
み
な
さ
ん
は「
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
」と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

と
は
乳
が
ん
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
広
め
早
期

発
見
を
推
進
す
る
運
動

の
シ
ン
ボ
ルマ
ー
ク
の
こ
と

で
、秋
田
県
で
も
秋
に
キ
ャ

ンペ
ー
ン
を
行
い
市
民
の
み

な
さ
ん
に
関
心
を
持
って
い

た
だ
く
機
会
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
ま
だ
ま
だ
半
人

前
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
至
ら
な

い
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
目
の
前
の

患
者
さ
ん
で
あ
っ
た
り
自
分
の

周
り
の
人
が
少
し
で
も
幸
せ
に

な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
そ
れ

に
感
謝
し
つ
つ
自
身
も
成
長
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

教員紹介

乳
腺
外
科
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン

大
学
院
医
学
系
研
究
科 

医
学
専
攻

地
域
が
ん
包
括
医
療
学
講
座 

助
教　

伊
藤 

亜
樹

　

国
連
総
会
で
２
０
１
５
年
を

「
光
と
光
技
術
の
国
際
年
」と

す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
照
明
に
広
く
普
及

し
て
い
る
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
発
明
に
対
し
て
、

日
本
人
３
名
が
２
０
１
４
年

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、日
本
の
キ
ラ
リ

と
光
る
最
先
端
技
術
が
人
類
の

た
め
、
国
際
競
争
に
負
け
な
い
、

明
る
い
未
来
を
照
ら
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

私
は
、
機
械
的
駆
動
部
を

必
要
と
せ
ず
、
焦
点
距
離
を
電

圧
に
よ
り
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
液
晶
レ
ン
ズ
と
、
分
割
電
極

を
も
つ
液
晶
マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
ア

レ
イ
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
用
い

た
光
ピ
ン
セ
ッ
ト
装
置
へ
の
応

用
、光
計
測
装
置
への
応
用
、遠

赤
外
線
領
域
の
液
晶
光
学
素

子
、
連
続
的
に
焦
点
画
像
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
３
次
元
光
学

顕
微
鏡
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
液
晶
を
用
い
た

光
学
素
子
は
小
型
、
軽
量
、
薄

型
、低
消
費
電
力
駆
動
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
表
示
素
子
に

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
で
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
途
以

外
の
液
晶
の
応
用
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
秋
田
県
Ｌ
Ｅ
Ｄ

機
器
研
究
会
、
秋
田
大
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
総
合
研
究
機

構
あ
き
た
環
境
発
電
住
宅
研

究
所
で
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器
等
の
技

術
や
市
場
動
向
に
関
す
る
情
報

の
収
集
、
市
場
進
出
に
向
け
た

課
題
の
検
討
等
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
秋
田
県
、
財
団

法
人
等
の
補
助
金
を
得
て
、
秋

田
県
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
県

魚
で
あ
る
ハ
タ
ハ
タ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光

に
蝟
集
さ
せ
る
方
法
、
種
苗
育

成
に
関
す
る
対
応
策
に
つ
い
て

も
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産

学
官
連
携
で
立
ち
上
げ
た
あ

き
た
環
境
発
電
住
宅
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
で
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
有
機
Ｅ

Ｌ
照
明
機
器
を
制
御
す
る
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
土
交
通
省
東
北
地

方
整
備
局
と
共
同
研
究
を
行

い
、湯
沢
横
手
道
路
の一部
区
間

に
可
視
レ
ー
ザ
式
外
側
線
指
示

灯
を
実
験
的
に
設
置
、
最
適
な

ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究

を
行
って
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
秋
田
県
内
企
業
の

活
性
化
と
、
元
気
な
秋
田
の
創

造
の
た
め
、
秋
田
か
ら
世
界
に

向
け
て
発
信
し
、
夢
に
見
た
先

の
世
界
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
産
学
連
携
や
大
学
発
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教員紹介

先
導
的
な
技
術
に
情
熱
を
注
ぎ

秋
田
か
ら
世
界
へ
発
信

大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
電
気
電
子
工
学
専
攻

光
・
電
子
デ
バ
イ
ス
工
学
講
座　

講
師

秋
田
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
総
合
研
究
機
構

あ
き
た
環
境
発
電
住
宅
研
究
所
所
長

秋
田
県
Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器
研
究
会
会
長

河
村 

希
典

ピンクリボンキャンペーン
仙台国際センターで開催された「産学官連携
フェア2014Dec.みやぎ」でのブース展示
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OB & OGメッセージ

今の仕事内容、やりがい、
また仕事を通じて目指し
ていることを教えてくだ
さい。 
　預金・融資・為替などの
銀行窓口業務と個人のお
客様をメインとしたコンサル
業務を行っています。NISA

（ニーサ）【少額投資非課
税制度】が開始されてから、
個人の資産運用の相談が増えてきていますが、まだ自分には関係な
いと思っている方も多いです。そのような方に少額で始められる運用な
どの情報提供を兼ねた周知の活動に力を入れています。地方銀行は
地域密着していることが強みです。お客様との関わりの中で、「何が必
要か」「銀行として何が出来るか」を見つけていける銀行員になりたい
と思います。

今の仕事を目指したきっかけを教えてください。 
　銀行に対して、「堅い」・「冷たい」という漠然としたイメージが学生
時代にありました。そのなか、就職活動中の企業合同説明会でショッピ
ングモールに銀行の支店ができ、土日や5時以降の営業も行っている
という話を聞きました。今まで抱いていたイメージよりもお客様により身
近で、暖かいものを感じたことがきっかけとなり、銀行員を目指しました。

秋田大学での学びが、現在どのように活かされていますか。 
　国際言語文化課程として、欧米の文化や英語、第二外国語などを
学んできました。今の支店では、留学生の方など外国のお客様とお話
をする機会が多いです。その中で、大学時代に身につけた英語を活
用して案内やコミュニケーションをしています。

北都銀行様が行っている
女性活躍への取り組みに
ついて教えてください。 
　女性活躍推進室があり、
女性の能力を最大限に発
揮できるようサポート体制が
しっかりとしています。女性
の上司が増えてきているた
め、女性特有の悩みやキャ
リアについての相談をしやすい環境です。相談し、思いを口に出すこ
とで目標が明確になります。また女性の活躍が注目されていますが、男
性の上司とのコミュニケーションも円滑であり、性別問わず働きやすい
環境です。

後輩にメッセージをお願いします。 
　大学にいる間の学びも重要ですが、視野を広げるために様 な々こと
にチャレンジをしてください。また、友人とのつながりを大切にしてくださ
い。社会に出ると、学生時代の友人との時間はなかなか取れませんの

で、学生のうちに友人と
旅行などをして、いろい
ろな世界をもっと見てく
ださい。自分一人で見る
のではなく、友人と一緒
にいるからこそ見える世
界があり、ますます視野
が広がるはずです。

三
浦 
さ
く
ら
さ
ん

◆
教
育
文
化
学
部　

国
際
言
語
文
化
課
程

　

平
成
23
年
3
月
卒
業

今の仕事内容、やりがいを教えて
ください。 
　特別支援学校の教諭として、授
業や課外活動などの場面で、個々
の児童・生徒に合わせたサポートを
しています。また、陸上部顧問も担
当していて、現在指導している生徒
は高体連で好成績を残すなど、そ
のような頑張りを陰ながら支えてい

ます。やりがいとしては、普段の学校生活や地域の方 と々の交流など、
学内外での活動を通じて子どもたちが生き生きとしている姿を見ると嬉
しく感じる点ですね。児童・生徒一人ひとりがもつ個性を最大限に活か
せるように導いていくことを求められる大切な仕事だと思っています。

今の仕事を目指したきっかけを教えてください。 
　姉が特別支援学校の教員であっ
たことや、自分自身が元から子ども
が好きだったこともあり、教員になり
たいとの思いで秋田大学の教育文
化学部に進学しました。そのなかで
教員志望への思いを決定付けたの
は、教育実習で出会った先生でし
た。その先生の常に明るくポジティブ
な人柄や、子どもたちを本当に生き生きとさせる授業展開を体験したこ
とで、教員として働きたいという気持ちが確固たるものになりました。

秋田大学での学びが、現在どのように活かされていますか。
　やはり教育実習で得た多くの知見が、実際の仕事における様々な
場面で活かされていると感じます。加えて、教員養成講座（スタージュ）
をはじめ、大学で学んだ種々の知識は、重度重複化傾向を示す現代
の障害を取り巻く状況にあって、どのような支援教育をしていけばいい
のか、という方向性を見付けることに役立っていますね。実際の仕事に
おいても、様々な障害理解につながっていると思います。また、障害児
教育選修でのボランティア活動や、学習塾、児童相談所などでのアル
バイトの経験も、子どもと向き合う場面で大いにプラスになっています。

目指す教師像を教えてください。
　先にお話しした教育実習で出
会った先生は、今でも目指したい教
師像のひとつです。また、この学校
にいらっしゃる先生方の中でも目標
としたい先生に何人も出会い、そ
の指導方法や学校経営に至るまで、
多くを学ばせてもらいました。子ども

たち一人ひとりが持つ「光るもの」をしっかりと活かし、周囲に発信でき
るようなサポートを行っていきたいと思いますし、そういったサポートを通
じて、特別支援を受ける子どもたちの正確なイメージを伝えられるよう
な教員になっていきたいですね。

後輩にメッセージをお願いします。
　私は社会人になって、「大学時代にもっと様々なことに広く挑戦して
おけば」と非常に後悔しています。自分が志望する仕事に関係する以
外のアルバイト等も経験しておけば、働く上でも視野を広く持てると思
います。障害児教育選修の学生さんは、様 な々ボランティアに参加して、
ただ参加するだけでなく、その体験を通じてそれぞれの教育に対す
る考え方を形成してほしいと思います。さあ、家で寝てないで外に出ま
しょう！

田
中 

拓
弥
さ
ん

◆
教
育
文
化
学
部　

障
害
児
教
育
選
修

　

平
成
23
年
3
月
卒
業

秋
田
県
立
比
内
養
護
学
校 

教
諭

株
式
会
社
北
都
銀
行

御
所
野
支
店
　
銀
行
員

先輩なう。
「教育」で学び、秋田を支える

OB＆OG編

様々な現場で活躍している秋田大学ＯＢ・
ＯＧ。先輩の「今（＝なう）」を取材しました。
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僕らの課外活動

【団体目標】
　東北学生柔道優勝大会、東北学生柔道体重別団体優勝大会で団体優
勝し、春秋インカレに出場します。私立大学の強豪校に負けず、1つでも多く
勝ち上がりたいです。

【新入生に向けてのメッセージ】
　スポーツに夢中で取り組める時
期が大学時代だと思います。練習
は楽ではなく、つらいことも多いで
す。ですが、秋田大学柔道部は部員
一同仲が良く、困ったときやつらい
ときは励まし助け合っています。努
力し、目標を達成したときの喜びは
かけがえのない経験になります。一
緒に心身ともに向上を目指す、やる
気のある新入生を待っています。

柔道部
●代表／松本 拳弥さん
　（教育文化学部 学校教育課程4年次）

【平成26年度の主な成績】
●第31回東北国公立大学柔道大会　男子団体優勝
●平成26年度東北学生柔道優勝大会　準優勝
●平成26年度東北学生柔道体重別団体優勝大会　第3位
　平成26年度も全日本学生柔道優勝大会（以下、春インカレ）と全
日本学生柔道体重別団体優勝大会（以下、秋インカレ）に出場。春
秋インカレには毎年出場し、計30回ほどになります。

【チームの特徴、チームワークの秘訣】
　練習と休憩のメリハリをしっ
かりとつけているチームです。
練習の時はお互いが仲間であ
りライバルでもあるため、一切
手を抜かずお互いの技を高め
合えるよう日々稽古に励んでい
ます。練習以外の時は、上級
生・下級生関係なく、仲が良く
明るい雰囲気です。また、全日
本柔道連盟のジュニアコーチ
経験もある三戸範之監督（教
育文化学部教授）が指導して
くださるレベルの高い練習に
よって、身体・精神を鍛えること
ができています。

柔道部の皆さん

4月に行われた春のコンサート

第43回定期演奏会で演奏した「絶望のスパゲッティ」

【「A.Choir（エース・クワィア）」の由来】
　今年で創立52年目になります。学生有志で「うたおう会」を
設立したことがはじまりで、途中から「一番の聖歌隊」という意
味を込めた「エース・クワィア」という名前に変わりました。

【平成26年度の主な成績】
●第50回全日本合唱コンクール秋田県大会　金賞　
　全日本理事長賞・最優秀賞
●第66回全日本合唱コンクール東北支部大会　銀賞
●第29回AKITAヴォーカル・アンサンブル・コンサート　金賞

【活動内容】
　定期演奏会とコンクール
を活動の柱とし、学内外で
のコンサート、小中学校での
招待演奏など様 な々フィール
ドで活動を行っています。昨
年は国民文化祭が秋田で
初めて開催され、開会式や
合唱の祭典など、様々な出
会いの中で音楽の素晴らし
さを再認識することができ
ました。これからも私たちの
合唱で、秋田県のみならず
全国に元気を届けていきた
いです！！

【チームの特徴】
　とにかく歌うことが大好きな集団です。経験は問いません。ここだけの
話、最初は楽譜も全く読めない団員もたくさんいます。出身地も全く異な
り、練習場では様々な地方の方言が飛び交っています。休憩中も誰かが
歌い出せば、他の誰かがそれにハーモニーをつけるなど、そこに仲間さえ
いれば音楽を生み出すことができる楽しみを存分に味わっています♪

【新入生へ向けてのメッセージ】
　卒団される先輩方が口々に言うのは、「エースに出会ってなければ自分
はこんなに成長してなかった。社会勉強も青春もできて、本当に楽しかっ
た」という言葉です。運営も音楽も、何事も楽しんで取り組むのがモットー
です。様々な経験ができるので、就職活動でアピールできること間違いな
し。歌好きの方！青春したい方！ぜひ一度、練習に遊びにいらしてくださ
い！お待ちしています♪

プロフィール

●所属人数／17名

●練習日時／毎週月
・木曜日17:00～ 20:00

●練習場所／主に学
生会館2階　研修室1・2

（他は、明徳地区コ
ミュニティセンター

、

　学内インフォメー
ションセンター 等)

プロフィール

●所属人数／11名

●練習日時／月～金
曜日 7:30～、16:00～

　 土曜日 8:30～

●練習場所／大体育
館柔道場

音楽専用ホールにて、パイプオルガンを背景に演奏。

「第26回国民文化祭・あきた2014　合唱の祭典」に参加しました。

3月に県内の高校生と合同で練習を行いました。 三戸監督からの指導の様子

混声合唱団A.Choir（エース・クワィア）
●代表／齊藤  遊子さん（医学部保健学科4年次）
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イベント＆講座・講習会／プロジェクト紹介／コラム

地
の
先
生
と
し
て
働
い
て
い
る

方
か
ら
、現
地
で
抱
え
て
い
る
教

育
問
題
や
諸
問
題
を
話
し
て
い

た
だ
き
、生
の
声
を
聴
く
こ
と
に

よ
り
、秋
田
に
住
ん
で
い
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
知
識
や
知
見

を
得
て
、こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

3
月
8
日
に
第
一
回
目
の
北

極
と
の
ス
カ
イ
プ
交
信
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
交
信
ま
で
に
、
質

問
内
容
を
ま
と
め
る
こ
と
、北
極

や
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
な
ど
、や
る
べ
き
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。阿
部
さ
ん

に
も
日
本
出
発
前
に
何
度
も
秋

田
大
学
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

　

北
極
と
秋
田
大
を
結
ぶ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
通
称
：
北
極
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）は
、
秋
田
大
学
の

卒
業
生
で
冒
険
家
の
”夢
を
追

う
男

“阿
部
雅
龍
さ
ん
と
学
生

有
志
が
集
ま
っ
て
設
立
し
ま
し

た
。
現
在
は
北
極
圏
単
独
徒
行

1
0
0
0
㎞
に
向
け
出
発
し
た

阿
部
さ
ん
と
衛
星
電
話
で
通
話

し
、
緯
度
と
経
度
や
気
象
情
報

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
阿
部
さ

ん
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

北
極
の
阿
部
さ
ん
と
秋
田
大
学

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
ス
カ

イ
プ
で
繋
ぎ
、北
極
圏
で
生
活
し

て
い
る
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
方
や
現

と
一
緒
に
話
し
合
い
を
進
め
ま

し
た
。
今
回
の
交
信
は
、現
地
の

高
校
教
師
と
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
イ

カ
ル
イ
ッ
ト
元
市
長
さ
ん
を
阿

部
さ
ん
に
招
い
て
い
た
だ
き
、北

極
圏
の
教
育
問
題
や
将
来
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。交
信
は

基
本
的
に
英
語
で
行
っ
た
た
め

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
て
こ
ず

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
阿

部
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
な

が
ら「
産
業
を
興
す
た
め
の
技
術

教
育
と
、先
住
民
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の

伝
統
文
化
の
継
承
の
両
面
に
力

を
入
れ
、イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
自
立
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
」な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
の
交
信
は
5
月
末

に
予
定
し
て
い
ま
す
。今
回
の
反

省
点
を
生
か
し
て
更
に
良
い
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
今
回
は
春
休
み

中
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

学
生
間
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
回

数
が
少
な
か
っ
た
と
感
じ
た
た

め
、こ
れ
か
ら
は
自
分
が
ま
と
め

役
と
し
て
通
信
の
内
容
を
よ
り

濃
く
す
る
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

スカイプ交信の様子 千葉芳文さん（後列中央）

阿部さんとプロジェクトメンバー

　

原
稿
用
紙
５
枚
の
童
話
に

挑
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ

ん
な
に
苦
し
ん
だ
文
字
書
き

は
初
め
て
で
し
た
。新
聞
記
者

文
章
の「
悪
い
癖
」か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、書
い
て
い
る
う
ち

に
説
明
調
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。こ
う
な
る
と
、私
の

文
章
の
稚
拙
さ
が
、物
語
を
陳

腐
な
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。読
み
手
の
世

界
を
広
げ
な
い
の

で
す
。事
実（
出
来

事
）を
淡
々
と
伝

え
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、極
端
な

説
明
は
時
に
、想

像
す
る（
考
え
る
）

力
を
押
さ
え
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス（
文
字
数
）

で
、全
て
の
情
報

を
盛
り
込
み
、思
い
を
伝
え
切

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
も
そ
こ
は

同
じ
で
す
。あ
な
た
と
い
う
存

在
と
、そ
し
て
将
来
の
姿
を

「
想
像
」（
期
待
）さ
せ
る
デ
ー

タ
や
場
面
を
い
か
に
選
択
し

て
盛
り
込
む
か
。就
活
と
い
う
、

現
実
的
な
世
界
の
入
り
口
は
、

意
外
と
童
話
の
ロ
マ
ン
に
通

じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ま
話
題
の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
。あ
な
た
が
仮
に
、世
間

が
も
て
は
や
す「
国
際
人
」だ

と
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
訴

え
る
時
に
、文
章
で
は
ど
う
表

現
し
ま
す
か
。

　

語
学
の
点
数
な
ど
は
、資
格

欄
で
端
的
に
○
点
や
何
級
と

記
載
済
み
。留
学
経
験
も
、履

歴
書
で
は【
○
○
年
か
ら
○
○

年
に
外
国
の
学
校
】の
１
行
で

済
ん
で
し
ま
う
。個
人
的
な
見

解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、伝
え

て
欲
し
い（
知
り
た
い
）の
は
、

留
学
経
験
を
通
じ
て
語
学
力

を
身
に
つ
け
た
人
が
、そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、何
を
感
じ
て
き

た
か
と
い
う
点
で
す
。異
文
化

は
、自
ら
を
省
み
る
の
に
有
利

な
環
境
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
○
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

例
え
ば
食
事
の
作
法
や
、意

思
表
示
の
仕
方
に
。で
き
る
だ

け
日
常
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
。

　

○
ど
ん
な
時
に
涙
が
で
ま

し
た
か
？

　

異
文
化
で
、苦
し
か
っ
た
こ

と
、嬉
し
か
っ
た
こ
と
。喜
怒

哀
楽
に
伴
う「
涙
」を
舞
台
回

し
に
表
現
す
る
と
。

　
○
日
本
の
文
化
や
歴
史
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

語
学
力
の
問
題
で
は
な
く
、

何
を
伝
え
る
べ
き
か
を
意
識

で
き
ま
し
た
か
。

　

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。で

も
、共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
よ

う
な
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
の

場
合
も
、常
に「
日
本
」（
故
郷
）

が
立
ち
位
置
と
な
り
、「
人
」へ

の
興
味
や
優
し
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
表
現
に
触
れ
る
と
、そ

れ
だ
け
で
魅
力
的
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。こ
ん
な
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
見
る
と
嬉
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
も
そ
う

で
す
。仮
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
て
も
、事
実
は
１
行
。

知
り
た
い
の
は
そ
の
前
後
、で

す
ね
。ア
ル
バ
イ
ト
経
験
な
ど

も
同
様
で
す
。あ
な
た「
内
側
」

の
変
化
や
成
長
を
、い
か
に
伝

え
る
か
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

だ
い
ぶ
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、最
後
に
一

つ
だ
け
告
白
を
し
て
お
き
ま

す
。冒
頭
に
記
し
た
童
話
に
挑

ん
だ
話
で
す
が
、賞
金
目
当
て

で
し
た
。行
間
に「
品
性
」が
漂

う
こ
と
も
な
く
、落
選
に
一
直

線
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

秋
田
大
学
副
理
事・国
際
担
当

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

Column

文章力up

北
極
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

活
動
中

工
学
資
源
学
部  

生
命
化
学
科  

4
年
次　

千
葉  

芳
文

イ
ベ
ン
ト
&
講
座
・
講
習
会

平
成
27
年
度 

鉱
業
博
物
館
企
画
展

「
山
本
作
兵
衛
と
筑
豊
の
炭
鉱
」

―
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
が
語
る
近
代
炭
鉱
の
光
と
影
―

●
4
月
30
日（
木
）～
6
月
28
日（
日
）　

9
時
～
16
時

●
鉱
業
博
物
館

●
入
館
料
／
大
人
1
0
0
円
、高
校
生
以
下
無
料

　

※
入
館
料
の
み
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

☎
0
1
8
・
8
8
9
・
2
4
6
1（
鉱
業
博
物
館
）

秋
田
大
学 

地
域
交
流
朝
市

秋
田
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
7
つ
の
自
治
体
の
特
産
品
を
、
秋

田
大
学
の
学
生
が
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
販
売
し
ま
す
。

●
5
月
23
日（
土
）8
時
～
11
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

●
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
前
広
場

　
（
荒
天
時
総
合
研
究
棟
1・
2
講
義
室
）

●
参
加
自
治
体
／
北
秋
田
市
、潟
上
市
、男
鹿
市
、仙
北
市
、美
郷
町
、

　
　
　
　
　
　
　

横
手
市
、東
成
瀬
村（
秋
田
大
学
連
携
協
定
締
結
市
町
村
）

☎
0
1
8
・
8
8
9
・
3
2
0
1（
地
域
創
生
課
）

平
成
27
年
度  

秋
大
憩
い
の
コ
ン
サ
ー
ト

︻
第
56
回
︼●
5
月
23
日（
土
）14
時
～

　
　
　
　
　
＂
ド
イ
ツ
リ
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
春
の
調
べ
＂

︻
第
57
回
︼●
6
月
27
日（
土
）14
時
～

　
　
　
　
　
＂
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
愉
し
み
＂

︻
第
58
回
︼●
7
月
26
日（
日
）14
時
～

　
　
　
　
　
＂
学
生
に
よ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＂

●
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

●
入
場
無
料

☎
0
1
8
・
8
8
9
・
2
6
4
7（
教
育
文
化
学
部　

斎
藤
准
教
授
）
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イベント＆講座・講習会／在学生紹介

ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
に
と
っ

て
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
り
ま

す
。
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
の
簡
易

W
A
X
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、ス
プ

レ
ー
以
外
に
も
市
販
品
W
A
X

に
は
用
途
や
形
状
の
違
い
に
よ

り
、
液
体
・
紛
体
・
固
形
タ
イ
プ

な
ど
非
常
に
多
く
の
種
類
が
存

在
し
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

足
1
年
目
の
昨
年
度
は
、
一
般

の
方
か
ら
レ
ー
サ
ー
ま
で
す
べ

て
の
方
が
使
用
す
る
固
形
タ
イ

プ
の「
ホ
ッ
ト
W
A
X（
専
用
の

ア
イ
ロ
ン
で
ソ
ー
ル
内
部
ま
で

浸
透
さ
せ
る
タ
イ
プ
）」と「
生

塗
W
A
X（
手
で
ソ
ー
ル
に
直
接

塗
り
つ
け
る
タ
イ
プ
）」の
2
シ

リ
ー
ズ
の
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ホ
ッ
ト
W
A
X
シ
リ
ー

ズ
は
秋
田
県
内
ス
キ
ー
場
の
雪

質
に
合
わ
せ
て
3
種
類
、
生
塗

W
A
X
シ
リ
ー
ズ
は
乾
雪
用
と

湿
雪
用
の
2
種
類
を
開
発
し
ま

し
た
。

　

シ
ュ
ウ
ダ
イ
W
A
X
ぷ
ろ

じ
ぇ
く
と
は
、「
秋
田
の
雪
質
に

合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ノ
ー

W
A
X
を
開
発
し
、秋
田
県
の
ス

ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
端
を

担
う
」こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26

年
度
発
足
し
ま
し
た
。W
A
X
を

開
発
す
る
だ
け
で
は
な
く
、開
発

し
た
W
A
X
を
使
っ
た
県
内
ス

キ
ー
場
で
の
W
A
X
体
験
会
、各

種
大
会
に
お
け
る
ワ
ク
シ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
直
接
一
般
の

ス
キ
ー
ヤ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

さ
ん
へ
W
A
X
の
大
切
さ
や
面

白
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
、よ
り
多

く
の
方
々
に
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
W
A
X
の
役
割
は
、

「
ソ
ー
ル
」と
呼
ば
れ
る
板
の
裏

面
に
W
A
X
を
塗
る
こ
と
で
、雪

面
と
ソ
ー
ル
間
の
摩
擦
を
軽
減

し
、
滑
走
性
能
を
上
げ
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、W
A
X
は
ス

　

試
作
品
の
広
報
活
動
で
は
、

大
仙
市
協
和
ス
キ
ー
場
の
ご
協

力
の
も
と
、シ
ュ
ウ
ダ
イ
W
A
X

サ
ー
ビ
ス
体
験
会
を
シ
ー
ズ
ン

中
に
2
回
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

告
知
や
、ス
キ
ー
場
に
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
両

日
共
に
約
50
名
の
方
々
に
来
場

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
体
験
会
で
は
開
発
し
た

W
A
X
の
中
か
ら
当
日
の
雪
質

に
合
っ
た
W
A
X
を
選
定
し
、お

客
様
の
板
に
ワ
ク
シ
ン
グ
し
ま

し
た
。そ
し
て
体
験
さ
れ
た
ほ
ぼ

す
べ
て
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
改
良
を
重

ね
、商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
そ
の
も

の
が「
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
地
域
貢
献
」と
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
の
で
、応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

\在学生紹介 /

ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

地
域
貢
献
へ

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト﹁
シ
ュ
ウ
ダ
イ
W
A
X
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
﹂代
表

工
学
資
源
学
研
究
科 

生
産
・
建
設
工
学
専
攻  

博
士
後
期
課
程
2
年
次　

齊
藤  

亜
由
子

協和スキー場で行われたシュウダイWAXサービス体験会

開発したWAXの
ラインナップ

平成26年度学生自主プロジェクト成果報告会で最優秀賞を受賞
しました。齋藤亜由子さん（右）とメンバーの國井佑紀さん（左）

第
50
回
今
日
歩
大
会

男
鹿
半
島
の
寒
風
山
山
頂
か
ら
秋
田
大
学
ま
で
40・
3
㎞
の
道
の
り
を
、
夜
を

徹
し
て
歩
き
切
り
ま
す
。
歩
く
こ
と
を
通
し
て
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

秋
田
大
学
の
学
生
と
一
般
参
加
者
の
交
流
を
深
め
る
と
い
う
主
旨
の
も
と
、
大

学
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
一
般
の
参
加
者
も
募
っ
て
い
ま
す
。

●
5
月
23
日（
土
）～
24
日（
日
）

●
コ
ー
ス
／
寒
風
山（
ス
タ
ー
ト
）～
天
王
～
土
崎
～
外
旭
川
～

　
　
　
　
　

秋
田
大
学（
ゴ
ー
ル
）

●
対　

象
／
秋
田
大
学
の
学
生
及
び
教
職
員
、一
般
参
加
者（
高
校
生
以
上
）

●
参
加
費
／
秋
田
大
学
の
学
生（
体
育
会
会
員
）2
0
0
0
円
、

　
　
　
　
　

秋
田
大
学
の
学
生（
体
育
会
会
員
以
外
）及
び

　
　
　
　
　

教
職
員
3
0
0
0
円
、一
般
参
加
者
3
5
0
0
円

●
要
申
込　

※
5
月
8
日（
金
）ま
で

☎
0
1
8
・
8
8
9
・
2
2
5
5（
学
生
支
援
課
）

秋
田
大
学
混
声
合
唱
団A

.C
ho

ir

第
44
回
定
期
演
奏
会

●
7
月
4
日（
土
）13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

●
ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル（
秋
田
市
中
通
2
丁
目
3
の
8
）

●
入
場
料
／
1
0
0
0
円（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

☎
0
8
0
・
1
8
4
9
・
7
0
7
8

秋
田
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
1
5

●
8
月
1
日（
土
）

☎
0
8
0
・
8
8
9
・
2
2
5
6（
入
試
課
）

秋田大学広報課　ツイッター 検 索

秋田大学広報課
公式Twitter
秋田大学の旬な情報を
随時お届けしています。
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デ
ル
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笠
井

  美
穂
さ
ん（
教
育
文
化
学
部

4 年
次
）

秋
田

大
学

広
報
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ア
プ
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ー

レ
〉

第
48 号

 平
成

27 年
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発
行

　秋田大学は、これまで多くの皆様からご協力いただい
た「秋田大学教育研究支援基金」を引き継ぎ、平成26
年11月「秋田大学みらい創造基金」を創設いたしました。
　この基金は、全学的な事業を支援する「一般基金」と
使途を特定した「特定基金」で構成され、現在、企業・団
体や個人の皆様など多くの方 に々ご支援をいただいてお
ります。教育・研究による社会への貢献という本学の使命
を果たすための大きな支えとなっており、今後一層の拡
充を図りながら、有効に活用させていただきます。
〈ご寄附のお願い〉
●個人の方 ： 一口 1,000円
●法人の方 ： 一口 10,000円
　この基金の趣旨をご理解いただき、なにとぞ複数口のご協力をお
願いいたします。なお、継続してご寄附をいただける方は基金事務
室へご連絡をお願いいたします。また、物品や不動産のご寄附も受
け付けております。基金事務室へお問い合わせください。

〈寄附者ご芳名〉
　この基金の趣旨にご賛同、ご協力いた
だきました皆様へ、心より感謝申し上げ
ます。今後とも秋田大学の教育・研究活
動等に対し、格段のご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

【企業・団体等】
●秋田大学生活協同組合　様
●秋田海陸運送株式会社　様
●エーピーアイ株式会社　様
●秋田大学大学院医学系研究科
　保健学専攻理学療法学講座　様
【個人】
●児玉　隆夫　様
●石塚　真人　様
●澤田　賢一　様
●四反田　素幸　様
●小川　信明　様
●吉岡　尚文　様
●栁橋　雪男　様
●山本　文雄　様
●渡部　良和　様
●大川　卓男　様
他　匿名希望　7名様
（平成26年11月～平成27年3月末　申込順）

秋田大学みらい創造基金
ご協力をお願い申し上げます。

〈お問い合わせ先〉
秋田大学 みらい創造基金事務室 
〒010-8502　　　 
秋田市手形学園町1番1号
☎018-889-3266 （総務企画課内）
k ik in@j imu.ak i ta -u.ac. jp秋田大学みらい創造基金は秋田大学公式ホームページからお申し込みいただけます。 秋田大学　みらい 検 索

教育の質の向上及び研究の推進支援
横断的な教育・研究プロジェクトへの支援、次
世代の研究を担う研究者の学際的・国際的な
活動への支援、男女共同参画への支援等を
行います。

学生への奨学金等支援
学生、留学生への経済的支援、学生・団体へ
の課外活動支援、教育文化学部附属学校園
の活動支援を行います。

教職員・学生等の国際化・文化・社会活動等支援
秋田大学が持つ人的・物的資源を活用し、国
際社会・地域社会で多様な形で行われる活動
を支援します。

卒業生・産業界等との連携支援
ホームカミングデー等同窓生が相互に連携
できる活動を支援します。
秋田大学の教育研究環境を活用し、多くの
企業と共同で行う活動を支援します。

学部等への支援
学部・大学院等の教育研究の充実のため、機
器、学術図書・雑誌等の充実・整備を図ります。

施設・環境整備の充実
教育研究環境をより発展的なものとするた
め、校舎や図書館、グランドなどの改修や整
備を行い、キャンパス環境を充実させます。

〈寄附の流れ〉

寄
附
者

秋
田
大
学

金融機関

①寄附の申出

③払込 ④入金

②寄附申込書及び振込用紙の送付

⑤領収書、礼状の送付

1

2

3

4

5
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